
ェ
舗
ナ
ノ
合
金
を
安
定
生
産

　　　　

Ｌ
〉

触
媒
向
け

Ｐ
ｄ
・
Ｒ

ｕ
均
質
混
合

し
一

　　

フ
ル
ヤ
金
属
は
、
科
学
技

ｆイ

術
振
興
機
構
（Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の

「Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
取
り
組
ん
で
い
る
新
規
ナ

ノ
合
金
の
安
定
生
産
プ
ロ
セ

ス
を
確
立
し
た
。
土
浦
工
場

（茨
城
県
）
に
各
種
製
造
・

分
析
装
置
を
導
入
し
、
試
作

品
の
生
産
体
制
を
整
備
。
こ

の
ほ
ど
サ
ン
プ
ル
供
給
を
開

始
し
た
。
自
動
車
排
ガ
ス
触

媒
や
化
学
触
媒
、
水
素
イ
ン

フ
ラ
触
媒
な
ど
と
し
て
の
用

途
開
発
が
本
格
化
す
る
。

同
社
は
Ｊ
Ｓ
Ｔ
が
主
管
す

る
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
お
け
る
進
行
課
題
「元
素

間
融
合
を
基
軸
と
す
る
物
質

開
発
と
応
用
展
開
」
に
参
画

し
て
い
る
。
同
課
題
の
目
標

は
京
都
大
学
の
北
川
宏
教
授

が
開
発
し
た
新
規
ナ
ノ
合
金

材
料
の
量
産
化
技
術
確
立
と

試
作
サ
ン
プ
ル
提
供
に
よ
る

実
用
化
用
途
開
発
の
促
進
。

同
社
は
合
金
の
量
産
技
術
の

確
立
と
用
途
開
発
に
対
す
る

６′

．一

　　　

一一

′
：

　　　

″

　　

－
■自

動
車
沼
津
の
実
験
棟
増
床

触
媒
製
造
大
手
の
エ
ヌ
・イ
ー

　

ケ
ム
キ
ャ
ッ
ト
は
国
内
の
技
術
基

盤
を
強
化
す
る
。
研
究
開
発
拠
点
の
あ
る
沼
津
事
業
所
（静
岡
県
沼
津

市
）
に
数
億
円
を
投
じ
、
２
０
１
６
年
度
中
に
ガ
ソ
リ
ン
車
や
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
の
排
ガ
ス
浄
化
触
媒
を
性
能
評
価
す
る
実
験
棟
を
増
床
す
る
。

各
事
業
の
生
産
技
術
や
品
質
保
証
を
担
当
す
る
部
門
も
４
月
に
再
編
し

た
。
長
期
の
成
長
目
標
達
成
に
向
け
、
製
品
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
向
上
や

顧
客
対
応
の
強
化
を
狙
う
。

化学
専
門
部
署
を
新
設

エ
ヌ
・
イ
ー

　

ケ
ム
キ
ャ

ツ
ト
は
住
友
金
属
鉱
山
と
独

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
の
折
半
出
資
会

社
。
主
力
の
自
動
車
触
媒
事

”民

　

業
で
は
約
３５
億
円
を
投
じ
、

▲＃↑

　

国
内
拠
点
の
構
造
改
革
を
実

　

施
。
つ
く
ば
事
業
所
（茨
城

一目一

　

県
坂
東
市
）
で
排
ガ
ス
規
制

　　

の
強
化
で
需
要
が
増
え
る
デ

　　

ィ
ー
ゼ
ル
車
向
け
触
媒
の
生

業

産
能
ヵ
を
従
来
比
で
２
・５

倍
に
高
め
た
一方
、
国
内
生

産
が
減
る
ガ
ソ
リ
ン
車
向
け

触
媒
は
同
事
業
所
に
沼
津
事

業
所
の
生
産
品
目
を
移
管
し

た
。こ

れ
に
続
き
、
全
社
の
研

究
開
発
拠
点
が
あ
る
沼
津
事

業
所
で
１６
年
度
中
に
自
動
車

排
ガ
ス
浄
化
触
媒
の
実
験
棟

を
増
床
し
、
分
析
装
置
や
評

価
機
器
を
追
加
導
入
す
る
。

実
使
用
環
境
下
に
お
け
る
触

媒
の
排
ガ
ス
浄
化
性
能
な
ど

評
価
す
る
機
能
を
拡
充
し
、

開
発
案
件
の
獲
得
増
を
狙

｝つ
。自

動
車
触
媒
事
業
の
生
産

技
術
部
門
は
４
月
に
つ
く
ば

事
業
所
へ
集
約
し
た
。
新
規

触
媒
の
量
産
化
や
品
質
保
証

な
ど
を
一
元
化
し
、
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｆ
の
各
国
拠
点
へ
の
生
産
移

管
を
主
導
す
る
。
生
産
の
海

外
展
開
が
進
む
日
系
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
現
地
調
達
ニ
ー

ズ
に
対
し
、
グ
ル
ー
プ
間
連

携
で
供
給
網
を
構
築
す
る
。

化
学
品
向
け
触
媒
を
手
掛

け
る
化
学
触
媒
事
業
で
は
生

産
拠
点
の
あ
る
沼
津
事
業
所

で
量
産
技
術
を
高
め
る
た
め

に
専
門
部
署
を
新
設
し
た
。

同
社
の
得
意
技
術
が
生
き
る

案
件
を
絞
り
込
む
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
顧
客
企
業
が
志
向
す
る

「ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
」
や

「機
能
性
材
料
」「環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
分
野
の
共
同
開
発

や
生
産
受
託
の
新
規
案
件
の

獲
得
を
目
指
す
。

同
社
は
昨
年
、

１０
年
間
の

成
長
戦
略
を
盛
り
込
ん
だ
初

の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し

た
。

２３
年
度
に
自
動
車
触
媒

事
業
の
売
上
高
を
１４
年
度
比

で
３
割
増
、
化
学
触
媒
事
業

は
２
倍
に
引
き
上
げ
る
計

画
。
顧
客
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
な

か
で
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
の
対
応
力
を
強
化
し
て
事

業
の
足
場
を
固
め
る
。

中
国
の
顔
料

合
弁
子
会
社
化

　　　　

東
洋
イ
ン
キ

　　　

Ｓ
Ｃ

Ｈ
Ｄ

東
洋
イ
ン
キ
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
中
国
の
顔

料
メ
ー
カ
ー
、
江
蘇
仁
欣
化

工
（江
蘇
省
）
と
折
半
出
資

す
る
顔
料
の
販
売
会
社
を
連

結
子
会
社
化
し
た
。
政
府
の

調
に
推
移
し
た
。

併
せ
て
通
期
業
績
予
想
の

売
上
高
を
従
来
の
８
０
０
０

億
円
か
ら
７
８
０
０
億
円
に

下
方
修
正
し
た
。
業
績
予
想

の
前
提
と
な
る
想
定
為
替
レ

ー
ト
を
１
ず
１１
１
０
９
円
と

円
高
方
向
に
見
直
し
た
。二

方
で
、
液
晶
材
料
の
販
売
や

合
理
化
費
用
の
低
減
な
ど
を

織
り
込
み
、
経
常
利
益
は
５

２
０
億
円
（従
来
予
想
は
５

０
０
億
円
）、純
利
益
も
３
０

０
億
円
（同
２
５
０
億
円
）

に
そ
れ
ぞ
れ
上
方
修
正
し

た
。Ｕ

Ｖ
イ
ン
キ
好
調

　

東
洋
イ
ン
キ
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｄ

４

　

～

　

６

　

月

　

期

東
洋
イ
ン
キ
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
２
０
１
６
年

４
～
６
月
期
決
算
は
営
業
利

承
認
を
経
て
、
７
月
に
出
資

比
率
を
５１
％
に
引
き
上
げ

た
。
東
洋
イ
ン
キ
グ
ル
ー
プ

主
導
で
、
主
に
印
刷
イ
ン
キ

に
使
わ
れ
る
競
争
力
を
持
つ

有
機
顔
料
の
同
国
や
海
外
市

場
向
け
販
売
を
強
化
す
る
。

　

子
会
社
化
し
た
の
は
江
蘇

東
洋
仁
欣
顔
料
（同
）
で
、

２
０
１
２
年
４
月
に
同
国
化

学
大
手
の
亜
邦
投
資
（同
）

益
が
前
年
同
期
比
４
・６
％

増
の
３８
億
２
０
０
万
円
だ
っ

た
。
紫
外
線
（Ｕ
Ｖ
）
を
当

て
る
と
乾
燥
す
る
Ｕ
Ｖ
イ
ン

キ
の
販
売
が
日
本
や
欧
州
を

中
心
に
伸
び
、
食
品
な
ど
の

包
装
資
材
向
け
イ
ン
キ
も
東

南
ア
ジ
ア
で
拡
販
が
進
ん

だ
。

　

売
上
高
は
同
４
％
減
の
６

５
４
億
９
７
０
０
万
円
だ
っ

た
。
液
晶
パ
ネ
ル
の
カ
ラ
ー

フ
ィ
ル
タ
１
用
材
料
は
テ
レ

ビ
な
ど
最
終
製
品
の
需
要
減
む 敏 円

　

５ 前 は

　　

円

　

９言十で に や

　　　　　

０

　　　　　　　

・
タ すを洋合独再亜と

　　

　

　　　　　　

　

　

　

　　

　

　　　　

　

大
阪
市
立
大
の
人
工
光
合

成
研
究
成
果
が
優
秀
論
文
に

大
阪
市
立
大
学
人
工
光
合

成
研
究
セ
ン
タ
ー
の
天
尾
豊

教
授
ら
が
発
表
し
た
二
酸
化

炭
素
と
水
、
太
陽
光
か
ら
有

機
物
を
作
り
出
す
「人
工
光
イヒ

　　

こ し言命本 合

合
金
の
提
供
を
担
当
し
て
い

る
。新

規
ナ
ノ
合
金
材
料
は
、

通
常
は
混
じ
り
合
わ
な
い
パ

ラ
ジ
ウ
ム
（Ｐ
ｄ
）
と
ル
テ

ニ
ウ
ム
（Ｒ
ｕ
）
を
均
質
に

混
合
し
た
合
金
ナ
ノ
粒
子
。

Ｐ
ｄ
Ｒ
ｕ
ナ
ノ
合
金
は
、
希

少
で
高
価
だ
が
自
動
車
排
ガ

ス
浄
化
用
触
媒
な
ど
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
ロ
ジ
ウ
ム

を
し
の
ぐ
触
媒
活
性
を
示
す

こ
と
が
見
い
だ
さ
れ
て
い

る
。
触
媒
化
学
の
分
野
を
中

心
に
、
低
コ
ス
ト
で
高
性
能

な
材
料
と
し
て
の
利
用
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

同
社
は
土
浦
工
場
に
製
造

設
備
、
触
媒
機
能
を
確
認
す

る
た
め
の
評
価
装
置
、
品
質

を
担
保
す
る
た
め
の
物
性
分

析
装
置
な
ど
を
導
入
。
Ｐ
ｄ

Ｒ
ｕ
ナ
ノ
合
金
の
用
途
開
発

を
実
施
す
る
た
め
の
試
作
品

の
生
産
体
制
を
整
え
サ
ン
プ

ル
供
給
を
開
始
し
た
。
自
動

車
メ
ー
カ
ー
や
化
学
メ
ー
カ

ー
、
大
学
・研
究
機
関
で
評

価
が
行
わ
れ
、
用
途
開
発
が

本
格
化
す
る
こ
と
と
な
る
。

帥月静
養
営
業
利
益
１６
％
増

Ｄ
工
Ｃ
の
２
０
１
６
年
６

月
中
間
決
算
は
営
業
利
益
が

前
年
同
期
比
１５
・５
％
増
の

２
６
１
億
円
だ
っ
た
。
液
晶

パ
ネ
ル
の
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
タ

ー
や
化
粧
品
向
け
高
機
能
顔

料
な
ど
好
採
算
製
品
の
販
売

が
伸
び
、
イ
ン
キ
や
合
成
樹

脂
製
品
の
原
材
料
安
に
と
も

な
う
収
益
改
善
効
果
も
表
れ

た
。売

上
高
は
同
７
・８
％
減

の
３
７
７
７
億
円
と
、
３
８

０
０
億
円
の
当
初
計
画
に
近

い
水
準
で
着
地
し
た
。
円
高

で
１
～
６
月
期
の
円
換
算
し

た
売
上
高
は
約
２６
億
円
目
減

り
し
た
が
、
増
収
効
果
で
補

っ
た
。
金
融
収
支
の
改
善
や

持
分
法
投
資
利
益
の
拡
大
な

ど
も
あ
っ
て
経
常
利
益
は
同
．

２２
・
３
％
増

　

の
２
６
７
億

円
、
欧
米
イ
ン
キ
事
業
の
合

理
化
費
用
の
低
減
な
ど
か
ら

純
利
益
は
同
ｕ
％
増
の
１
７

０
億
円
と
な
っ
た
。

液
晶
テ
レ
ビ
向
け
液
晶
材

料
は
第
２
四
半
期
に
中
国
・

青
島
工
場
（山
東
省
）
の
本

格
稼
働
が
始
ま
っ
た
こ
と
や

新
製
品
の
採
用
が
進
ん
だ
こ

と
で
、
１
～
６
月
期
で
ほ
ぼ

前
年
並
み
の
水
準
ま
で
収
益

が
改
善
し
た
。
自
動
車
部
品

が
主
用
途
の
耐
熱
樹
脂
材
料

は
日
本
を
中
心
に
販
売
が
堅

　　

票群炭素は２ぬ”玖岬後
１
、紙
〃
′

ｂ
ａ

　　　　　　

－；
１
１１
－

）
繍細鮫勧錬鯖駆測蛾馴禦

　

げｒ・
細榊

認
の形
”
脳醍
伸
お
熱
社
囚
も
婚

　　　

酷影
ヘリ

　　　　

口
＝価川
押ｒ

偲

募
し
た
。
す
ぐ
応
じ
た
の
が
当

　

〃’
１妃
何

　　　　

÷

÷

÷

　

÷

種
時い振汎
営業担当だ
った堂
櫓ルルー増
川甲

　　　

小にゆ蝋雄，装荷堆枇菰瀬

僕

　

ギ
府
郷
歌
石
ま
で
Ｆ
“
罰ら
「コ％
Ｖ
鞠淋

　　　

対阿川郊堪蝕扱－ご歌お写移

　　　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　　　　

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　

　　

な
い
」。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
訪

　　　　

ム
ー止

　

’

　　

途
ひ
と
つ
と
っ
て
も
半
導
体
ユ

問
し
養

堂
本
氏
は
じ
リ

ロ
コ

心

も

　

１
ザ
１
な
ど
撞
嚢
品
を
購

　　　　　

　
　

　
　　　

　

じ
り
し
て
い
た
。
カ
ー
ボ
ン
製

　　　　　　　　　　　　

入
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
内
容

　

品
は
ユ
ー
ザ
ー
ご
と
に
カ
ス
タ

　　　　　　　　　　　　

は
横
断
的
に
し
た
い
。
「製
品

　　

マ
イ
ズ
な
ど
の
技
術
サ
ー
ビ
ス

　　　　　

に噂
織
轍

　

知
識
を
生
か
し
て
自
分
で
執
筆

　

が
必
要
。
こ
の
た
め
営
業
活
動

　　　　　　　　　　　　

し
、
技
術
の
人
に
内
容
を
チ
ェ

　

は
既
存
顧
客
の
フ
ォ
ロ
ー
が
中

　　　　　　　

ｈ
！嚢

　　

ツ
ク
し
て
も
ら
っ
た
」。
役
立

　

心
に
な
る
。
需
要
が
減
少
し
て

　　　　　　　　　　　　

つ
情
報
を
求
め
て
関
連
セ
ミ
ナ

　　

い
る
国
内
で
は
新
製
品
に
よ
る

　　

堂
本
氏
は
１３
年
、
等
方
性
黒

　

ー
に
も
足
を
運
び
続
け
、
結
果

　

新
需
要
創
出
も
喫
緊
の
テ
ー
マ

　

鉛
や
炭
素
繊
維
と
の
炭
素
複
合

　

を
出
す
一心
で
働
い
た
。

　

に
な
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
で
の

　

材
料
と
い
っ
た
主
力
５
製
品
の

製
品
サ
イ
ト
が
で
き
た
時
の

　

検
索
が
当
た
り
前
の
時
代
こ
そ

　

専
用
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
に
取

　

社
内
の
反
応
は
「ふ
ー
ん
、と
い

　

Ｗ
ｅ
ｂ
で
販
促
支
援
で
き
そ
う

り
組
み
始
め
る
。

　　　　　

う
感
じ
」と
苦
笑
す
る
。半
年
間

　

だ
が
、
自
社
サ
イ
ト
は
ネ
ッ
ト

　

苦
労
し
た
の
が
製
品
概
要
や

　

は
ア
ク
セ
ス
数
な
ど
解
析
結
果

　

空
間
で
孤
立
し
て
い
た
。

　　

製
造
工
程
、
用
途
、
特
性
に
つ

　

を
公
表
し
、
社
内
啓
蒙
に
も
力

顧
客
囲
い
込
み
夕
の
手
段

を
入
れ
た
。
幸
い
に
も
１
年
目

　

き
る
強
み
が
あ
る
。
同
社
で
は

か
ら
ア
ク
セ
ス
数
は
上
昇
し
て

　

自
社
企
画
の
製
品
説
明
会
に
も

い
く
。

　　　　　　　　

力
を
入
れ
始
め
た
。

営
業
な
ど
と
連
動

技
術
的
な
内
容
に
し
た
り
、
イ

く
、

ラ
ス
ト
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す

　

年
以

く
し
た
り
し
て
い
る
。
開
封
し

　

な
い
。

よ
う
と
思
わ
せ
る
タ
イ
ト
ル
づ

　

の
販

け
も
大
切
」。

　　　　　　

囲
い
、

失
注
も
関
係
保
つ

サ
イ
ト
で
初
期
接
客
し
、
興

な
役

え
る
。

サ

〔２０「６年６月のカーバイド需給実績〕

数

　

量 前年同月比
生

　　

産

　　

量

用
用
用
他

料

　

ン

原
成
し
の

料

　

チ

肥
合
セ
そ解

　

溶

績家白
］

ユ
β
２

　

－

用
用
用
用
他

　

ン

　

料

販
し
硫
原
の

　

チ

　

料

市
セ
脱
肥
そ

鱒

　

溶

荷出
ｍ
４
４

　

－
【

目消出荷合計
肥料原料用合計
溶解アセチレン用合計
月末在庫
輸 入 量

工業会まとめ）

カ
ー
バ
イ
ド
内
需

６
月
は
坊
％
減

カ
ー
バ
イ
ド
工
業
会
が
ま

と
め
た
カ
ー
バ
イ
ド
（炭
化

カ
ル
シ
ウ
ム
）
の
２
０
１
６

年
６
月
需
給
実
績
に
よ
る

と
、
メ
ー
カ
ー
の
目
消
分
と

出
荷
量
を
合
わ
せ
た
国
内
需

要
の
合
計
は
前
年
同
月
比
１

・
６
％
減
の
２
万
６
３
７
ゾ

と
な
っ
た
。
最
大
用
途
の
ク

ロ
ロ
ブ
レ
ン
ゴ
ム
や
ア
セ
チ

レ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
な
ど
の
化
学

品
合
成
用
が
同
４
・４
％
減

し

　

２

　

力ゞ く隻嬰・ 力１
、

　

、ト

　

－

　　　　　　　　　　

－ の込減入
且

　
　

展
示
会
に
は
興
味
本
位
の
ユ

　

味
を
高
め
、
社
名
な
ど
を
記
入

　

月
間

ー
ザ
ー
も
集
ま
る
が
、
こ
の
時

　

す
る
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
誘
い
、

よ
か

サ
イ
ト
へ
の
集
客
は
Ｓ
Ｅ
Ｏ

　

点
で
興
味
が
な
く
て
も
、
顧
客

　

営
業
に
つ
な
げ
る
。
堂
本
氏
は

　　

今
‘

（検
索
エ
ン
ジ
ン
）
対
策
も
す

　

情
報
は
生
か
せ
る
。

　　　　

「失
注
し
て
も
〆
ル
マ
ガ
や
ユ

　

の
続
△

る
が
、
有
料
広
告
は
使
わ
な
い

　

１

　

４
年
に
は
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

　

ー
ザ
ー
の
要
望
に
合
わ
せ
た
勉

　

で
は

方
針
を
決
め
た
。
む
し
ろ
展
示

　

の
配
信
が
始
ま
っ
た
。
担
当
す

　

強
会
の
開
催
な
ど
で
興
味
を
喚

　

全
世

会
や
営
業
な
ど
別
の
ア
プ
ロ
ー

　

る
の
は
、
堂
本
氏
と
は
別
部
署

　

起
し
つ
づ
け
る
。
こ
う
し
た
仕

　

外
売

チ
と
の
運
動
を
重
視
し
て
い

　

の
開
発
本
部
の
宮
崎
功
美
恵

　

組
み
が
で
き
た
」。製
品
の
切
り

し
て

る
。
リ
ア
ル
の
場
で
は
耐
熱
や

　

氏
。
カ
ー
ボ
ン
製
品
は
数
十
円

　

口
で
来
た
問
い
合
わ
せ
の
半
分

　

サ
イ

耐
薬
品
、
自
己
潤
滑
、
軽
量
と

の
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
シ
か
ら
数
百

　

は
サ
ン
プ
ル
提
供
に
い
た
っ
て

　

進
め

い
っ
た
多
種
多
様
な
炭
素
製
品

　

万
円
の
ル
ツ
ポ
ま
で
単
価
も
さ

　

お
り
、「営
業
か
ら
も
確
度
が
高

　

の
本

の
機
能
性
を
く
わ
し
く
説
明
で

　

ま
ざ
ま
で
、
購
買
担
当
者
と
エ

　

い
と
好
評
」
と
い
う
。

　　　

た
り
。

　　　　　　　　　

＝

　

ン
ジ
ニ
ア
で
は
訴
求
内
容
も
違

炭
素
製
品
は
、
ル
ツ
ボ
な
ど

　

だ
内
僚

ｗ
ｅ
ｂ
戦
略
の
相
談
を

　

…

　

う
」
製
品
別
に
購
買
か
エ
ン
ジ

　

の
精
密
製
品
を
製
造
す
る
工
程

　

語
に

す
る
ス
タ
ッ
フ

　　　

“

　　

ニ
ア
か
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
、

部
材
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多

　

の
展

２０１６年（平成２８年） ８ 月１０日（水曜日）

エ ヌ・イ ー
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